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項　　　目 ページ

 
人手不足に対する取り組みについて １

 
学校でのキャリア教育について １

 
子育て応援券の拡充について ２



石田市長と語ろう！まちづくり懇談会  

内容は要約しております。また、正式な用語に一部変更しておりますので、ご了承ください。 

 ご意見等の要旨 回　　　　答 その後の対応

 子どもが減少している

中、人をどう増やすかと

いうことを考えてほし

い。 

また、地元の子に医師や

医療関係者になっても

らえるよう、早い段階か

ら将来を見据えた教育

に取り組んでほしい。

少子高齢化が進み、人手不足になっている中、人口減少

を少しでも遅らせようと、子育てしやすいまちづくりに

取り組んでいます。 

また、隣県他市の高校との生徒の取り合いとなっている

中、市と市内県立高校３校とで包括連携協定を締結し、

新たなバス路線を設けたり、資格取得などへの補助を行

うなど、生徒が通学しやすい、学びやすい環境を推進し

ています。県に対しても、市内３校の中で、進学校化を進

めていただくよう要望しています。 

学校教育の中では、「教わる」から「学び取る」への授業

転換を図り、子どもたちが主体的に学ぶことや互いに協

力し助け合うこと、トライする（やってみる）こと、さら

にキャリア教育として生き方を支える資質・能力を育成

するという取り組みを行っています。また、小中学校で

は、医療の大切さをドクターに講義していただく医療の

教育も取り入れています。 

当日の回答のとおり。

 将来働きたい職業に就

き、稼ぐことができるた

めには、どのような勉強

をすればよいのか、学校

での具体的な教育につ

いて伺いたい。

学校では、自らの力で生き方を選択していくことができ

るよう必要な能力や態度を身に付けられるよう、キャリ

ア教育に取り組んでおり、中学１年生では職業人に聴く

会や職業調べ、中学２年生では職場体験学習も行なって

います。

当日の回答のとおり。
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ご意見等の要旨 回 答 その後の対応

 子育て応援券は、小学校

入学を控えた子どもを

対象にしているが、中学

生も自転車や制服の購

入などもっとお金がか

かるようになるため、中

学校入学時にも子育て

応援券を出してほしい。

現在、子育て応援券は、小学校入学を控えたお子さんを

お持ちのご家庭に対し、市内協賛店で使用できる３万円

分のギフト券を贈呈しています。 

また、コロナ禍での支援策として始めた給食費無償化を

令和２年度から継続的に実施しており、さらに、就学時

祝品、修学旅行時の補助、部活動における大会参加時の

交通費の補助、中学生の自転車用ヘルメットの購入補助

などを行なっています。今回のご意見につきましては、

インフラの老朽対策など喫緊事業の進捗や財政面など踏

まえ、今後、総合的に検討させていただきます。

当日の回答のとおり。
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